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は
じ
め
に

二
〇
一
二
年
七
月
、
イ
ン
ド
北
東
部
ア
ッ
サ
ム
州
西
部
に
お
い

て
、
先
住
民
族＊

１

ボ
ド
と
ベ
ン
ガ
ル
に
出
自
を
持
つ
ム
ス
リ
ム
の
間
で

暴
力
的
な
衝
突
が
生
じ
、
約
一
〇
〇
人
が
死
亡
、
四
〇
万
人
が
国
内

避
難
民
と
な
っ
た
。
暴
力
は
断
続
的
に
二
、
三
ヶ
月
続
き
、
多
く
の

人
が
避
難
生
活
の
長
期
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
暴
動

で
ム
ス
リ
ム
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ム
ン
バ
イ
や
ハ
イ

デ
ラ
バ
ー
ド
と
い
っ
た
イ
ン
ド
の
他
都
市
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
に
よ

る
デ
モ
が
過
激
化
し
、
全
イ
ン
ド
的
な
注
目
を
集
め
た
。
さ
ら
に
、

仕
返
し
と
し
て
北
東
部
出
身
者
が
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
噂
が
流
れ
、

ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
か
ら
北
東
部
出
身
者
が
大
量
に
脱
出
す
る
と
い
う

事
態
を
招
き
、暴
動
の
余
波
は
地
域
を
超
え
て
広
が
っ
た（U

nnithan 
and K

iran 2012: 22-24

）。

ア
ッ
サ
ム
州
西
部
の
ボ
ド
ラ
ン
ド
領
域
県
（
ボ
ド
領
域
自
治
評
議

会
の
管
轄
県
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
暴
力
が
発
生
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
は
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
ボ
ド
民
族＊

２

に
よ
る
自

治
州
獲
得
運
動
が
始
ま
っ
て
以
来
、
運
動
に
関
係
し
て
多
く
の
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
衝
突
が
起
き
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
ム
ス
リ
ム

や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ＊

３

が
ボ
ド
の
武
装
勢
力
や
村
人
た
ち
に
襲
わ
れ
る
事

件
が
起
こ
り
、
報
復
と
し
て
前
者
が
ボ
ド
を
襲
撃
す
る
な
ど
、
暴
力

の
連
鎖
が
継
続
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
大
規
模
な
暴
動
が
数
回

発
生
し
、
数
百
人
が
犠
牲
と
な
り
、
約
五
〇
万
人
が
国
内
避
難
民
と

な
っ
た
。

大
規
模
な
衝
突
が
収
ま
っ
た
あ
と
も
、
ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ

シ
に
対
す
る
暴
力
は
続
き
、
多
く
の
村
人
た
ち
が
村
に
帰
還
で
き
な

第
Ⅰ
部 

暴
力
が
壊
す
社
会
、
生
み
出
す
絆

暴
力
の
連
鎖
―
二
〇
一
二
年
イ
ン
ド
・
ア
ッ
サ
ム
暴
動

木
村
真
希
子

い
状
況
が
続
い
た
。
一
〇
年
以
上
避
難
キ
ャ
ン
プ
暮
ら
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
人
々
も
数
万
人
に
上
る
。
二
〇
〇
三
年
、
第
二
次
ボ
ド
協

定
が
締
結
さ
れ
た
際
に
は
、
避
難
民
を
再
定
住
さ
せ
る
こ
と
が
イ
ン

ド
連
邦
政
府
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
、
ボ
ド
解
放
の
虎
（Bodo 

Liberation T
igers

：
Ｂ
Ｌ
Ｔ
）（
ボ
ド
の
民
族
組
織
）
の
間
で
合
意

さ
れ
た
。
し
か
し
、
関
連
条
項
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
多
く

の
村
人
た
ち
が
村
に
戻
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

ア
ッ
サ
ム
州
西
部
に
お
け
る
状
況
は
、
暴
動
が
頻
発
し
、
政
府
や

警
察
が
そ
れ
を
抑
え
き
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
現

代
イ
ン
ド
に
お
け
る
集
合
的
暴
力
は
、「
群
衆
」
や
「
無
知
で
野
蛮

な
人
々
」
だ
け
が
起
こ
す
も
の
で
は
な
く
、
政
党
や
大
規
模
な
組
織

が
関
与
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（Brass 2003: 32-34

）。
そ

の
際
、
政
府
関
係
者
が
黙
認
し
た
り
、
と
き
に
は
煽
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
あ
る
。
ボ
ド
ラ
ン
ド
地
域
に
お
け
る
紛
争
で
も
、
紛
争
後
の

こ
の
地
域
に
お
け
る
政
治
の
あ
り
方
や
旧
武
装
勢
力
の
影
響
力
が
背

景
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紛
争
後
社
会
に
お
い
て
暴
力

が
再
発
す
る
状
況
は
ボ
ド
ラ
ン
ド
に
限
ら
な
い
。
停
戦
後
、
政
治
的

交
渉
が
実
り
、
自
治
や
独
立
な
ど
新
た
な
政
治
的
体
制
が
発
足
し
て

か
ら
も
、
暴
力
が
継
続
し
た
り
再
発
し
た
り
す
る
事
例
は
世
界
各
地

の
紛
争
後
社
会
で
み
ら
れ
る
（H

um
an Security Centre 2006: 

21

）。本
稿
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
紛
争
解
決
の
成
功
例
と
呼
ぶ
ボ

ド
ラ
ン
ド
領
域
自
治
県
評
議
会
地
域
を
事
例
に
、
な
ぜ
こ
う
し
た
暴

力
が
再
発
す
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
、

ボ
ド
社
会
の
な
か
で
以
下
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
問
題
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
暴
力
の
発
生
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
政
治
、
特
に
州
レ
ベ
ル

の
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
政
権
と
ボ
ド
の
民
族
政
党
と
の
関
係
と
、
紛

争
後
社
会
に
お
け
る
ボ
ド
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
暴
力
を
誘
発
し
、
ま

た
暴
力
に
参
加
さ
せ
る
動
機
と
な
る
、
ボ
ド
の
人
々
の
間
の
不
安
や

不
満
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
の
地
域
の
紛
争
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
対
立
で
あ
り
、
特
に
ボ
ド

の
民
族
組
織
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
に
よ
る
エ
ス
ノ
サ

イ
ド
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
き
た
（T

alukdar 2012: 
7; A

bdi 2012: 26-28

）。
ボ
ド
以
外
の
民
族
を
地
域
か
ら
追
い
出
す

こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
非
常
に
自
民
族
中
心
主
義
的
で

排
他
的
な
特
徴
の
強
い
紛
争
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
間
違
い
で
は
な

い
。
し
か
し
、
対
立
を
「
ボ
ド
民
族
対
ム
ス
リ
ム
も
し
く
は
ア
デ
ィ

ヴ
ァ
シ
」
と
単
純
化
し
、
ボ
ド
民
族
全
体
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
ボ

ド
の
組
織
や
政
党
の
み
な
ら
ず
、
ボ
ド
の
一
般
市
民
の
間
で
反
発
を

生
み
、
紛
争
の
解
決
に
新
た
な
障
害
を
も
た
ら
す
。
本
稿
で
分
析
す

る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
ボ
ド
の
人
々
が
み
な
排
外
主
義
で
あ
り
、

ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
ム
ス
リ
ム
を
追
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て

の
ボ
ド
の
人
々
が
利
益
を
得
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を

分
析
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
現
地
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
や
官
僚
、

元
政
治
家
に
対
す
る
聞
き
取
り
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
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を
二
次
資
料
で
補
い
つ
つ
、
暴
力
の
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
考
察

を
試
み
る
。

Ⅰ
背
景―

ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
と
一
九
九
〇
年
代
の
暴
力

ア
ッ
サ
ム
州
に
お
い
て
、
州
外
か
ら
の
移
民＊

４

の
流
入
と
先
住
民
族

の
土
地
喪
失
の
問
題
は
植
民
地
時
代
か
ら
継
続
す
る
問
題
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
に
よ
る
ベ
ン
ガ
ル
地
域
の
農
民
の
入
植
政
策

に
よ
り
、
先
住
民
族
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
地
域
の
多
く
は
、
ム
ス

リ
ム
移
民
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
り
、
占
有
さ
れ
た
り
し
て
い
っ
た
。

ベ
ン
ガ
ル
地
域
に
隣
接
す
る
ア
ッ
サ
ム
州
西
部
は
移
民
が
大
量
に
流

入
し
た
地
域
の
一
つ
で
あ
り
、
多
く
の
ボ
ド
の
人
々
は
ア
ッ
サ
ム
州

の
他
地
域
に
移
住
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
こ
う
し
た
土

地
喪
失
が
社
会
問
題
と
な
り
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
ア
ッ
サ
ム
地
租

規
則
に
お
い
て
、
部
族
民
保
護
地
帯
／
地
区
が
定
め
ら
れ
、
先
住
民

族
の
人
々
以
外
へ
の
土
地
の
譲
渡
が
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

規
制
は
守
ら
れ
ず
、
実
際
に
は
広
大
な
土
地
が
移
民
や
ア
ッ
サ
ム
人

の
手
に
渡
っ
た
り
、
開
発
に
よ
っ
て
先
住
民
族
以
外
の
人
々
の
手
に

渡
っ
て
い
っ
た
り
し
た
（
木
村 

二
〇
一
二
：
九
七
―
九
八
）。
ボ
ド

の
人
々
が
自
治
権
運
動
を
始
め
た
要
因
の
一
つ
に
は
、
部
族
民
保
護

地
帯
／
地
域
に
お
い
て
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
が
土
地
権
を
保
護
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
独
立
後
の
ア
ッ
サ
ム
州
で
は
、
人
口
の
約
二

五
％
が
移
民
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
、
約
一
〇
％
が
先
住
民
族
で
占
め
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
主
な
移
民
集
団
で
あ
る
ア
デ
ィ

ヴ
ァ
シ
に
つ
い
て
の
正
確
な
統
計
は
存
在
し
な
い
が
、
州
人
口
の
約

一
〇
％
を
占
め
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ア
ッ
サ
ム
州
の
平
野
部
に
お
け
る
先
住
民
族
の
人
々
の
自
治
権
運

動
は
、
一
九
六
七
年
に
ア
ッ
サ
ム
平
野
ト
ラ
イ
ブ
評
議
会
（Plains 

T
ribal Council of A

ssam

：
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
）
が
ウ
ダ
ヤ
ー
チ
ャ
ル
と

い
う
名
称
の
連
邦
直
轄
領
を
要
求
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
九
六
〇

年
代
に
は
ア
ッ
サ
ム
州
に
お
け
る
言
語
運
動
の
余
波
で
、
山
岳
地
域

の
先
住
民
族
が
自
治
州
や
自
治
権
を
要
求
し
、
一
九
六
七
年
に
は
ガ

ロ
丘
陵
と
カ
シ
・
ジ
ャ
イ
ン
テ
ィ
ア
丘
陵
（
現
在
の
メ
ガ
ラ
ヤ
州
）

の
分
離
と
州
再
編
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
触
発
さ
れ
、

ア
ッ
サ
ム
州
の
部
族
民
保
護
地
帯
／
地
区
に
指
定
さ
れ
た
地
域
を
中

心
に
、
独
自
の
政
治
的
単
位
と
し
て
自
治
を
求
め
る
運
動
が
出
て
き

た
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
は
州
議
会
選
挙
に
候
補
者
を
立
て
、
い
く

つ
か
の
議
席
を
得
て
州
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
ウ
ダ
ヤ
ー

チ
ャ
ル
連
邦
直
轄
領
の
達
成
は
果
た
せ
な
か
っ
た
（N

arzary 
2011:39-42

）（
図
１
参
照
）。

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
が
当
初
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
一
方
、
若
い
世
代
の

ボ
ド
の
学
生
運
動
家
は
「
ボ
ド
ラ
ン
ド
州
創
設
要
求
」
を
掲
げ
、
ボ

ド
ラ
ン
ド
運
動
を
開
始
し
た
。
一
九
八
六
年
、
全
ボ
ド
学
生
連
合

（A
ll Bodo Students

� Union

：
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
）
は
分
離
州
要
求
を
含
む

九
二
箇
条
の
覚
書
を
採
択
し
、
一
九
八
七
年
に
正
式
に
運
動
を
開
始

し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
は
「
ア
ッ
サ
ム
を
半
々
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
ス
ト
や
大
規
模
デ
モ
、
道
路
封
鎖
な
ど
に
大
衆
を
動
員
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
運
動
指
導
者
は
イ
ン
ド
連
邦
政
府
と
幾
度
か
の
会

談
を
持
つ
こ
と
に
成
功
し
、
一
九
九
三
年
に
は
イ
ン
ド
連
邦
政
府
、

ア
ッ
サ
ム
州
政
府
と
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
と
の
間
で
、
憲
法
の
第
六
附
則
下
の

ボ
ド
自
治
評
議
会
（Bodo A

utonom
ous Council

：
Ｂ
Ａ
Ｃ
）
を

設
け
る
こ
と
に
合
意
し
、
第
一
次
ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
は
収
束
を
迎
え

る
（A

ll Bodo Students

� Union 1999: 6-9, 25-26, 32-33

）。

し
か
し
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
創
設
直
後
、
管
轄
領
域
を
め
ぐ
る
対
立
が
勃

発
す
る
。
政
府
は
ボ
ド
人
の
人
口
が
五
一
％
以
上
の
村
の
み
が
Ｂ
Ａ

Ｃ
の
管
轄
領
域
に
入
る
と
定
め
た
が
、
ボ
ド
人
口
が
過
半
数
を
占
め

る
村
は
多
く
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
管
轄
領
域
は
飛

び
飛
び
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
ボ
ド
の
指
導
者
た
ち
は
あ

る
区
切
ら
れ
た
地
域
が
Ｂ
Ａ
Ｃ
地
域
と
な
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ

れ
に
反
し
て
、
政
府
が
規
定
を
満
た
す
二
五
七
〇
の
村
の
み
が
Ｂ
Ａ

Ｃ
管
轄
領
域
と
な
る
と
発
表
す
る
と
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
首
席
評
議
員
は
反

対
の
意
を
表
明
し
、
辞
任
し
た
（Chaudhuri 1994: 29-30, 35

）。

こ
の
直
後
に
、
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
暴
力
が
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
で

始
ま
る
。
一
九
九
三
年
一
〇
月
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
と
ボ
ン
ガ
イ
ガ

オ
ン
県
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
へ
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
ボ
ド
の
武

装
勢
力
で
あ
る
ボ
ド
防
衛
部
隊
（Bodo Security Force

：
Ｂ
ｄ
Ｓ

Ｆ
）
が
、
ボ
ド
以
外
の
グ
ル
ー
プ
で
人
口
最
大
の
ム
ス
リ
ム
を
追
い

ブ ー タ ン

バングラデシュ

カムループ ナガオンゴアルパラ

ダラン

ウダヤーチャル領域

部族民地帯／地区

部族民サブ・プラン地域

国有林

茶　園

河　川

INDEX

N

図1　ウダヤーチャルとして要求された地域

（出所）Central Executive Council of Plains Tribal Council of Assam（PTCA）の地図をもとに筆者作成。
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出
し
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
管
轄
領
域
を
広
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
生
存
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
と

ボ
ン
ガ
イ
ガ
オ
ン
県
の
境
界
の
国
有
林
地
帯
に
、
武
装
し
た
集
団
が

現
れ
、
家
屋
に
火
を
つ
け
て
発
砲
を
始
め
た
。
一
九
人
が
射
殺
さ

れ
、
三
万
人
が
避
難
し
た
。
暴
力
は
翌
年
に
は
隣
接
す
る
バ
ル
ペ
タ

県
に
飛
び
火
し
、
約
一
〇
〇
人
の
死
者
と
七
万
人
の
避
難
民
を
出
し

た
（Chaudhuri 1994: 29
）。

一
九
九
六
年
に
は
、
別
の
暴
力
的
な
攻
撃
が
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
と
呼

ば
れ
る
他
州
か
ら
の
移
民
集
団
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
の

き
っ
か
け
は
、
ボ
ド
の
少
女
三
人
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
犯

人
が
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
で
あ
る
と
噂
さ
れ
た
。
約
一
〇
〇
人
が
命
を
落

と
し
、
二
〇
万
人
が
国
内
避
難
民
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
八

年
、
避
難
民
た
ち
が
帰
還
し
始
め
た
頃
、
新
た
な
暴
力
が
発
生
し

た
。
こ
の
と
き
に
は
一
部
の
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
も
自
衛
の
た
め
に
武
装

し
、
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
・
コ
ブ
ラ
部
隊
な
ど
を
結
成
し
て
反
撃
し
た
。

そ
の
結
果
、
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ド
や
ネ
パ
ー
ル

系
、
ム
ス
リ
ム
、
ラ
バ
の
人
々
な
ど
も
攻
撃
さ
れ
、
避
難
民
の
数
は

三
〇
万
人
に
達
し
た
（K

im
ura 2013: 120

）。

多
く
の
人
々
は
自
分
た
ち
の
村
に
帰
還
で
き
ず
、
一
〇
年
以
上
経

過
し
て
も
避
難
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
筆
者
が
二
〇

一
一
年
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
際
に
は
、
未
だ
に
約
五
万

人
が
国
内
の
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
住
み
、
政
府
か
ら
の
補
助
を
受
け

て
い
た
。
そ
の
多
く
は
ム
ス
リ
ム
と
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
で
あ
っ
た
。
多

く
の
人
々
は
、
元
い
た
村
に
帰
れ
ば
攻
撃
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

そ
の
た
め
帰
還
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
た
。
一
九
九
三
年
の
暴
力
に

遭
っ
た
ア
ム
テ
カ
地
域
出
身
の
ム
ス
リ
ム
は
、
事
件
の
後
に
一
度
村

に
戻
っ
た
が
、
殺
害
や
誘
拐
事
件
が
続
い
た
た
め
、
二
、
三
年
後
に

は
再
び
村
を
出
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る＊

５

（K
im

ura 
2013: 120, 122-123

）。

ま
た
、
避
難
民
の
多
く
は
国
有
林
地
域
に
許
可
な
く
暮
ら
し
て
い

た
、
い
わ
ゆ
る
「
不
法
居
住
者
」
で
あ
る
。
ア
ッ
サ
ム
州
西
部
地
域

で
は
、
ブ
ー
タ
ン
に
隣
接
す
る
北
部
の
広
大
な
土
地
が
国
有
林
と
し

て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
移
民
の
流
入
と
土
地
不
足
に
よ

り
、
ボ
ド
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
、
ム
ス
リ
ム
を
含
む
多
く
の
人
々
は
、

森
林
を
開
拓
し
、
耕
作
を
は
じ
め
て
住
み
着
い
て
い
た
。
攻
撃
が
起

き
た
と
き
、
警
察
の
保
護
の
な
い
、
こ
う
し
た
森
林
地
帯
が
最
初
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
ボ
ド
の
人
々
に
と
っ
て
、
ブ
ー
タ
ン
に
隣

接
す
る
森
林
地
帯
は
か
つ
て 

�Kachari D
uar

�（
カ
チ
ャ
リ
・
ゲ
ー

ト
、
カ
チ
ャ
リ
は
ボ
ド
を
含
む
先
住
民
族
の
総
称
、
ド
ゥ
ア
ー
ル
は
入

口
の
意
）
と
呼
ば
れ
、
自
分
た
ち
の
伝
統
的
な
領
土
で
あ
る
と
み
な

し
て
い
た
（Pegu 2004: 64

）。
Ｂ
Ａ
Ｃ
の
管
轄
領
域
に
関
す
る
論

争
が
起
き
た
と
き
、
森
林
地
帯
に
不
法
に
居
住
す
る
ボ
ド
以
外
の
集

団
は
「
侵
入
者
」
と
み
な
さ
れ
、
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

攻
撃
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
森
林
地
帯
の
「
不
法
居
住
者
」
と
み

な
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
行
政
は
帰
還
や
再
定
住
を
ほ
と
ん
ど
支
援

し
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
イ
ン
ド
連
邦
政
府
と
ア
ッ
サ
ム
州
政

府
、
ボ
ド
解
放
の
虎
が
第
二
次
ボ
ド
協
定
に
合
意
し
、
ボ
ド
領
域
評

議
会
（Bodo T

erritorial Council

：
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
た
。

ボ
ド
ラ
ン
ド
領
域
自
治
県
と
し
て
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
、
シ
ラ
ン
県
、

バ
ク
サ
県
、
ウ
ダ
ル
グ
リ
県
が
再
編
さ
れ
、
評
議
会
の
管
轄
下
に
置

か
れ
た
。
ボ
ド
ラ
ン
ド
領
域
自
治
県
の
人
口
構
成
は
、
ボ
ド
民
族
が

約
三
〇
％
、
ム
ス
リ
ム
が
二
〇
～
三
〇
％
、
残
り
が
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ

や
そ
の
他
の
先
住
民
族
、
ア
ッ
サ
ム
人
、
ベ
ン
ガ
ル
系
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

住
民
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
図
２
参
照
）。

第
二
次
協
定
で
は
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
は
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
て
国
内
避
難
民
の
再
定
住
を
促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
未
だ
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
一
部
の
人
々

は
自
力
で
森
林
地
帯
に
戻
っ
た
が
、
環
境
森
林
局
の
追
い
出
し
に
遭

う
人
々
も
い
る
。
住
民
の
な
か
に
は
、
Ｂ
Ｔ
Ｃ
結
成
後
、
環
境
森
林

局
が
ボ
ド
を
追
い
出
さ
ず
、
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

す
る
と
訴
え
る
者
も
い
た＊

６
（ID

M
C 2011: 19, A

CH
R 2010: 9-11

）。

Ⅱ
二
〇
一
二
年
ボ
ド
ラ
ン
ド
暴
動

１
暴
動
の
経
緯
―
二
〇
一
二
年
五
月
〜
七
月

ボ
ド
ラ
ン
ド
地
域
の
ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
の
多
く
は
、
植

ブ ー タ ン

INDEX

河　川

コクラジャル
シラン

バクサ
ウダルグリ

N

図2　ボド領域自治県
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民
地
時
代
に
ア
ッ
サ
ム
に
移
住
し
て
き
た
移
民
の
子
孫
で
あ
る
。
彼

ら
に
と
っ
て
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
府
と
ボ
ド
組
織
の
間
の
Ｂ
Ｔ
Ｃ
結
成

に
関
す
る
取
り
決
め
は
、
不
公
平
な
も
の
と
映
っ
た
。
合
意
後
に
設

置
さ
れ
た
四
つ
の
ボ
ド
ラ
ン
ド
領
域
自
治
県
の
多
く
で
、
ボ
ド
民
族

は
多
数
派
を
構
成
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
ボ
ド
が
不
当
に
優
遇
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
近
年
で
は
、
非
ボ
ド
民
族
保
護
フ
ォ
ー
ラ
ム

（N
on-Bodo Protection Forum

）
が
結
成
さ
れ
、
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
撤
廃

を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
て
い
る
（Choudhury 2012

）。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
森
林
地
帯
に
お
け
る
モ
ス
ク
建
設
計
画

を
め
ぐ
る
争
い
が
、
大
き
な
暴
動
の
引
き
金
と
な
っ
た
。

事
件
の
き
っ
か
け
は
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
ベ
ド
ラ
ン
マ
リ
村
に
お

い
て
、
村
人
た
ち
が
国
有
林
の
な
か
に
モ
ス
ク
を
建
設
す
る
た
め
、

囲
い
の
壁
の
建
設
を
始
め
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
Ｂ

Ｌ
Ｔ
福
祉
協
会
と
い
う
元
ボ
ド
武
装
勢
力
の
グ
ル
ー
プ
が
異
議
を
申

し
立
て
た
。
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ
福
祉
協
会
は
、
モ
ス
ク
建
設
予
定
地
を
含
む

地
域
に
商
業
植
林
の
た
め
の
許
可
を
環
境
森
林
省
か
ら
得
た
と
主
張

し
、
モ
ス
ク
の
建
設
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
Ｂ
Ｔ
Ｃ
管
轄

下
の
環
境
森
林
局
が
追
認
し
、
モ
ス
ク
の
建
設
を
禁
止
し
て
塀
を
取

り
払
っ
た
。
こ
れ
に
反
対
し
、
主
に
ム
ス
リ
ム
で
構
成
さ
れ
る
全
ボ

ド
ラ
ン
ド
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
学
生
連
合
（A

ll Bodoland M
inority 

Students

� Union

：
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
）
が
二
〇
一
二
年
五
月
十
九
日
に

ス
ト
を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、
ス
ト
は
ボ
ド
ラ
ン
ド
自
治
領
域
県

の
中
心
地
で
あ
る
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
市
で
は
実
施
さ
れ
ず
、
こ
れ
に

憤
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
活
動
メ
ン
バ
ー
は
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
市
に
集

結
し
、
ス
ト
の
強
行
を
実
施
し
た
。
い
く
つ
か
の
店
舗
や
個
人
が
狙

わ
れ
、
多
く
の
自
動
車
が
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た
（N

arzary 2012: 
27

）。モ
ス
ク
建
設
計
画
に
端
を
発
し
た
騒
動
は
く
す
ぶ
り
続
け
、
七
月

に
入
る
と
小
規
模
な
事
件
が
起
き
始
め
た
。
二
人
の
ム
ス
リ
ム
の
商

店
主
が
射
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
と
全
ア
ッ
サ

ム
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
学
生
連
合
（A

ll A
ssam

 M
inority Students

� 
U

nion

：
Ａ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
）
が
再
び
ス
ト
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
七

月
十
九
日
に
は
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
活
動
家
が
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
市
近
く
で

射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
同
じ
日
に
、
今
度
は
四
人
の

ボ
ド
の
若
者
が
報
復
と
し
て
リ
ン
チ
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事

件
が
起
き
、
ボ
ド
社
会
か
ら
大
き
な
反
発
を
招
い
た
。
七
月
二
〇
日

に
は
、
ボ
ド
の
組
織
に
よ
る
対
抗
デ
モ
が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の
さ

な
か
に
ボ
ド
の
村
が
襲
撃
さ
れ
、
家
が
焼
き
打
ち
に
遭
い
、
三
人
が

死
亡
す
る
。
こ
の
事
件
が
ボ
ド
と
ム
ス
リ
ム
の
間
で
大
規
模
な
衝
突

を
招
き
、
襲
撃
と
報
復
攻
撃
が
交
わ
さ
れ
た
。
約
八
〇
人
か
ら
一
〇

〇
人
が
死
亡
し
、
数
十
万
人
が
村
を
逃
げ
出
し
た
。

こ
の
地
域
で
暴
力
が
起
き
た
時
に
は
、
死
者
は
一
〇
〇
人
か
ら
二

〇
〇
人
に
と
ど
ま
る
場
合
が
多
い
が
、
避
難
民
が
数
十
万
人
規
模
に

達
す
る
の
は
異
状
で
あ
る
。
今
回
は
四
〇
万
人
が
避
難
民
に
な
っ
た

と
報
道
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
暴
力
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
の

一
つ
で
あ
る
ゴ
サ
イ
ガ
オ
ン
郡
で
は
、
約
二
〇
万
人
か
ら
二
五
万
人

の
避
難
民
が
発
生
し
た
。
人
々
を
収
容
す
る
た
め
に
四
六
の
キ
ャ
ン

プ
が
設
置
さ
れ
た
が
、
多
く
の
人
々
は
隣
接
す
る
デ
ュ
ブ
リ
県
に
逃

れ
た
と
い
う
。
事
件
か
ら
七
ヶ
月
後
の
二
〇
一
三
年
二
月
に
な
っ
て

も
、
一
部
の
ム
ス
リ
ム
は
報
復
の
襲
撃
を
恐
れ
、
村
に
戻
ら
ず
に

キ
ャ
ン
プ
に
滞
在
し
て
い
た＊

７

。

２
暴
力
の
政
治
的
背
景

―
旧
武
装
勢
力
に
よ
る
力
の
支
配

第
二
次
ボ
ド
協
定
締
結
後
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
は
武
装
解
除
し
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ

の
旧
学
生
指
導
者
と
協
力
し
て
ボ
ド
人
民
革
新
戦
線
（Bodo 

People

�s Progressive Front

：
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
を
結
成
し
、
選
挙
政

治
に
参
画
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ド
領
域
評
議
会
の
第
一
回
選
挙
が
実

施
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
に
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
分
裂
し
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
と
旧
Ｂ

Ｌ
Ｔ
派
に
分
裂
し
た
。
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ
派
は
ハ
グ
ラ
マ
・
モ
ヒ
ラ
リ
を
指

導
者
と
し
、
議
会
で
多
数
を
獲
得
し
た
（
後
に
名
称
を
ボ
ド
人
民
戦

線
〈
Ｂ
Ｐ
Ｆ
〉
と
改
称
す
る
）。
Ｂ
Ｐ
Ｆ
は
以
後
評
議
会
の
政
権
党

の
座
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
州
議
会
選
挙
に
も
出
馬
し
、
二
〇

一
一
年
に
は
一
二
議
席
を
獲
得
し
た
。
現
在
、
Ｂ
Ｐ
Ｆ
は
イ
ン
ド
国

民
会
議
派
と
連
立
を
組
み
、
ア
ッ
サ
ム
州
政
権
に
参
加
し
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
の
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
分
裂
の
際
に
は
、
会
議
派
が
分
裂
に
関
与

し
、
ハ
グ
ラ
マ
派
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
地
域
の
政
治
に
介
入
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
た
。

Ｂ
Ｌ
Ｔ
は
武
装
解
除
し
、
解
散
を
宣
言
し
た
も
の
の
、
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ

兵
士
が
未
だ
に
武
器
を
携
帯
し
、
暴
力
を
振
る
っ
て
い
る
と
い
う
批

判
は
絶
え
な
い
。
ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
が
一
九
九
〇
年
代
に

攻
撃
に
遭
っ
た
地
域
で
は
、
多
く
の
者
が
武
装
し
た
ボ
ド
の
勢
力
に

脅
か
さ
れ
た
た
め
、
帰
還
で
き
な
い
と
訴
え
て
い
る
。

ま
た
、
選
挙
期
間
中
に
旧
武
装
勢
力
が
暴
力
で
介
入
す
る
事
例
も

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
下
院
議
会
選
挙
で
は
、
Ｂ

Ｐ
Ｆ
は
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ
兵
士
を
動
員
し
た
と
批
判
さ
れ
る
と
同
時
に
、
野

党
は
も
う
一
つ
の
武
装
勢
力
で
あ
る
ボ
ド
ラ
ン
ド
民
族
民
主
戦
線

（N
ational D

em
ocratic Front of Bodoland

：
Ｎ
Ｄ
Ｆ
Ｂ
）
を
利
用

し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
武
装
勢
力
の
他
、
Ｂ
Ｐ
Ｆ
は

若
者
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
民
兵
を
組
織
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
や
一
部
の
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は

ボ
ド
ラ
ン
ド
を
武
装
紛
争
解
決
の
成
功
例
と
呼
ぶ
が
、
違
法
な
武
器

の
取
引
が
地
域
で
は
広
範
囲
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｂ
Ｐ
Ｆ
と
い

う
地
域
の
政
権
与
党
が
、
州
議
会
の
政
権
党
の
暗
黙
の
了
解
に
よ
っ

て
こ
う
し
た
状
態
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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Ⅲ
紛
争
「
後
」
の
ボ
ド
社
会

１
紛
争
後
の
社
会
経
済
的
変
化
と

取
り
残
さ
れ
た
人
々

暴
力
の
要
因
と
な
る
の
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
な
政
治
的
要
因

の
み
で
は
な
い
。
こ
の
地
域
で
は
、
ボ
ド
領
域
評
議
会
の
設
立
以

後
、
政
治
的
、
経
済
的
に
成
功
し
た
ボ
ド
の
エ
リ
ー
ト
が
出
現
し
て

い
る
。
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
委
員
や
州
議
会
の
議
員
と
な
っ
て
権
力
を
手
に
入

い
れ
た
政
治
家
の
他
、
連
邦
政
府
拠
出
の
開
発
資
金
に
よ
っ
て
経
済

的
な
機
会
を
手
に
入
れ
た
者
も
多
い
。
第
二
次
ボ
ド
協
定
で
は
、
連

邦
政
府
が
年
間
約
一
〇
億
ル
ピ
ー
の
開
発
資
金
を
五
年
に
わ
た
っ
て

提
供
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
主
な
用
途
は
道
路
建
設
、
観
光
業

発
展
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
ス
タ
ジ
ア
ム
や
病
院
建
設
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
他
、
農
村
開
発
に
も
い
く
ら
か
の
資
金
が
分
配
さ
れ

た
。
ま
た
、
ガ
ウ
ハ
テ
ィ
大
学
の
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
は

ボ
ド
ラ
ン
ド
大
学
に
格
上
げ
さ
れ
、
ほ
か
に
も
看
護
学
校
な
ど
が
建

設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
資
金
は
、
政
治
家
や
工
事
の
請
負

業
者
た
ち
を
潤
し
、
ボ
ド
社
会
に
政
治
的
な
エ
リ
ー
ト
と
中
間
層
を

出
現
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
紛
争
後
の
社
会
経
済
的
な
開
発

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
た
の
は
、
一
握
り
の
指
導
者
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
、
教
育
を
受
け
た
層
の
人
々
で
あ
る
。
ボ
ド
社
会
の
大
多

数
は
未
だ
に
農
民
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
々
に
と
っ
て
状
況
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
か
、
む
し
ろ
後
退
し
て
い
る
。
特
に
、
Ａ
Ｂ

Ｓ
Ｕ
や
Ｂ
Ｌ
Ｔ
の
運
動
に
参
加
し
た
も
の
の
、
第
二
次
ボ
ド
協
定
以

降
ほ
と
ん
ど
利
益
の
な
い
人
々
は
、
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
。

前
節
で
、
森
林
地
帯
に
お
け
る
モ
ス
ク
建
設
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ
福
祉
協
会
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
か
ら
大
き
な
問
題

に
発
展
し
た
と
指
摘
し
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｔ
の
元
指
導
者
は
、
評
議
会
首
席

の
ハ
グ
ラ
マ
・
モ
ヒ
ラ
リ
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
部
の
者
が
政
治
家

と
な
っ
て
権
力
を
握
っ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ
メ
ン

バ
ー
が
こ
う
し
た
機
会
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
く

の
元
兵
士
た
ち
は
降
伏
後
、
失
職
し
た
。
武
器
を
も
ら
っ
て
政
治
家

の
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
に
な
っ
た
り
、
民
兵
集
団
を
結
成
す
る
者
も
い
る

が
、
こ
う
し
た
収
入
は
安
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
商
業
植
林
を
始

め
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
旧
Ｂ
Ｌ
Ｔ
と
の
つ

な
が
り
を
利
用
し
、
経
済
的
な
機
会
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
必
死

の
努
力
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ド
領
域
自
治
県
で
は
、

森
林
は
観
光
業
や
木
材
業
の
資
源
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
広
大
な
森
林
地
の
多
く
は
す
で
に
不
法
占
拠
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
ボ
ド
の
住
民
は
、
自
分
た
ち
が
伝
統
的
な
領
土
と
み
な
す
森

林
地
帯
に
、
ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
な
ど
の
よ
そ
者
が
住
み
着

い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
言
葉
を
変
え
れ

ば
、
モ
ス
ク
建
設
に
関
す
る
揉
め
ご
と
は
、
運
動
か
ら
ほ
と
ん
ど
何

も
得
る
も
の
の
な
か
っ
た
元
兵
士
た
ち
に
よ
る
、
限
ら
れ
た
資
源
を

め
ぐ
る
争
い
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
報
酬
を
得
る
た
め
に
ム
ス
リ
ム

を
排
除
し
よ
う
と
い
う
必
死
の
努
力
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

２
土
地
問
題
と
ム
ス
リ
ム
へ
の
反
感

こ
う
し
た
不
満
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
一
部
の
元
武
装
勢
力
だ
け

で
は
な
い
。
移
民
に
対
す
る
不
満
、
特
に
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
敵
対

心
は
、
ボ
ド
社
会
に
広
い
範
囲
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
、
第

二
次
ボ
ド
ラ
ン
ド
運
動
の
際
に
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｕ
が
大
衆
の
支
持
を
得
た

要
因
の
一
つ
は
、
ボ
ド
の
人
々
が
長
年
土
地
問
題
に
苦
し
ん
で
き
た

こ
と
、
ま
た
自
分
た
ち
の
土
地
で
い
つ
か
ム
ス
リ
ム
に
数
の
上
で
も

圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
ボ
ド
ラ
ン
ド
州
要
求
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
移
民
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
十
分
な
権
限
を
自
分
た
ち
の
指
導
者
の
手
に
入
れ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
し
た
の
だ
。

し
か
し
、
第
二
次
ボ
ド
協
定
と
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
発
足
以
降
も
、
一
般
の

ボ
ド
の
人
々
に
と
っ
て
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｔ
Ｃ

は
、
移
民
に
奪
わ
れ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
た
土
地
を
返
還
さ
せ
る
た

め
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
何
も
措
置
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
人

口
の
増
加
に
よ
り
、
ボ
ド
の
農
民
た
ち
の
間
で
土
地
不
足
は
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
広
大

な
土
地
が
必
要
と
さ
れ
、
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
る
農
民
も
出
始
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
ボ
ド
の
人
々
の
間
の
不
満
は
、
少
な
く
と
も
表
面

上
は
自
分
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
向
か
う
こ
と
は
な
く
、
む
し

ろ
ム
ス
リ
ム
に
そ
う
し
た
不
満
が
向
か
っ
て
い
る
。

ボ
ド
の
人
々
が
ム
ス
リ
ム
に
感
じ
る
脅
威
は
、
全
く
事
実
無
根
の

も
の
で
は
な
い
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
違
法
武
器
の
蔓
延
と
民
兵
の

組
織
化
は
ボ
ド
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ム
ス
リ
ム
の
間
に
も
ボ

ド
の
旧
武
装
組
織
に
よ
る
暴
力
の
蔓
延
を
脅
威
に
感
じ
、
武
装
化
す

る
グ
ル
ー
プ
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
暴
動
で
最

も
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
、
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
ゴ
サ
イ
ガ

オ
ン
郡
で
は
、
土
地
の
若
者
一
二
人
が
ム
ス
リ
ム
防
衛
の
虎
部
隊

（M
uslim

 Protection T
iger Force

）
と
い
う
武
装
組
織
に
参
加
し

た
。
若
者
の
な
か
で
の
指
導
者
は
、
武
装
組
織
に
参
加
し
た
理
由
を

問
わ
れ
、
暴
動
に
脅
威
を
感
じ
、
自
分
た
ち
で
身
を
守
る
必
要
性
を

感
じ
た
と
話
し
た＊

８

。
二
、
三
ヶ
月
後
に
は
解
散
し
た
も
の
の
、
こ
う

し
た
事
例
は
武
装
勢
力
に
と
っ
て
、
職
の
な
い
農
村
部
で
若
者
を
リ

ク
ル
ー
ト
す
る
こ
と
の
容
易
さ
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
言
葉
を
変

え
れ
ば
、
現
状
に
不
満
を
持
つ
農
村
部
の
若
者
に
と
っ
て
、
武
器
が

入
手
し
や
す
い
状
況
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
ボ
ド
の
人
々
も
、
ボ
ド
以
外
の
グ
ル
ー

プ
、
特
に
ム
ス
リ
ム
の
間
の
反
動
的
な
運
動
に
脅
威
を
感
じ
て
い

る
。
ボ
ド
領
域
自
治
県
の
多
く
の
場
所
で
、
ム
ス
リ
ム
人
口
は
ボ
ド
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お
わ
り
に

イ
ン
ド
に
お
け
る
集
合
的
暴
力
に
関
す
る
議
論
で
は
、
政
党
や
大

規
模
な
宗
教
／
民
族
組
織
の
関
与
が
暴
力
の
政
治
的
背
景
を
理
解
す

る
上
で
は
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
大

規
模
な
暴
動
で
は
、
イ
ン
ド
人
民
党
、
も
し
く
は
国
民
会
議
派
と

い
っ
た
大
規
模
な
政
党
や
政
権
党
が
、
暴
動
の
当
事
者
に
同
情
的
で

あ
り
、
時
に
は
直
接
力
を
貸
し
、
暴
力
を
予
防
す
る
た
め
に
法
執
行

機
関
（
警
察
や
治
安
維
持
部
隊
な
ど
）
を
き
ち
ん
と
効
果
的
に
利
用

し
て
こ
な
か
っ
た
。
二
〇
一
二
年
の
ボ
ド
ラ
ン
ド
地
域
に
お
け
る
暴

動
で
は
、
Ｂ
Ｔ
Ｃ
の
与
党
で
あ
る
Ｂ
Ｐ
Ｆ
が
違
法
な
武
器
を
所
持
す

る
集
団
に
近
い
存
在
で
あ
り
、
強
力
な
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
明
白
で
あ
る
。
州
の
政
権
党
で
あ
る
会
議
派
は
Ｂ
Ｐ
Ｆ
と
連
立
を

組
ん
で
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
両
者
と
も
暴
力
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
十
分
な
対
策
を
講
じ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
暴
力
に
参
加
す
る
の
は
こ
う
し
た
違
法
な
武
器

を
手
に
取
る
人
々
の
み
で
は
な
い
。
何
万
人
も
の
人
々
が
影
響
を
受

け
る
大
規
模
な
集
合
的
暴
力
で
は
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
村
人
た
ち
も

関
与
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ボ
ド
ラ
ン
ド
に
お
い
て
紛
争
後
に
ボ

ド
の
農
民
た
ち
が
経
験
し
た
社
会
経
済
的
変
化
を
考
察
し
た
。
歴
史

的
に
、
ボ
ド
の
農
民
は
生
計
手
段
を
奪
う
土
地
収
奪
に
苦
し
ん
で
き

た
。
そ
れ
に
加
え
、
紛
争
後
に
は
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
違
法
武

器
の
蔓
延
と
い
っ
た
現
象
に
苦
し
ん
で
き
た
。
元
Ｂ
Ｌ
Ｔ
兵
士
の
不

完
全
な
武
装
解
除
や
そ
の
他
の
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
暴

力
の
蔓
延
は
、
地
域
の
政
治
に
介
入
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
状
況
を

放
置
し
た
州
会
議
派
政
権
の
責
任
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ド
の
村
人
た
ち
も
危
機
を
感

じ
、
反
動
的
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ボ
ド
ラ
ン
ド
地
域
に
お
け
る
暴
力
が
発
生
す
る
状
況
を
理
解
す
る

た
め
に
、
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
知
識
人
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
暴

力
と
位
置
づ
け
、
あ
た
か
も
す
べ
て
の
ボ
ド
の
人
々
が
非
ボ
ド
の

人
々
を
虐
殺
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
形
容
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
稿
の
分
析
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
暴
力
で
す
べ
て
の
ボ
ド

の
人
々
が
利
益
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ

て
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
方
が
多
い
。
現
在
の
暴
力
に
よ
る
政
治
で

利
益
を
得
て
い
る
の
は
、
一
部
の
政
治
家
や
、
武
装
化
し
た
民
兵
た

ち
の
み
で
あ
る
。

本
稿
で
依
拠
し
た
現
地
調
査
で
は
、
暴
動
か
ら
六
ヶ
月
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
一
部
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
や
官
僚
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
と
ど
ま
り
、
被
害
者
や
加
害
者
へ
の
聞
き
取
り

は
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ド
ラ
ン
ド
地
域
で
暴
力

を
克
服
し
、
平
和
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
暴
力
の
背
景

に
あ
る
村
人
た
ち
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
々

の
間
に
民
族
的
な
対
立
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
の
な
か
で
も
、
対
立

に
匹
敵
し
、
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ド
の

人
々
は
、「
い
つ
か
自
分
た
ち
の
故
郷
で
ム
ス
リ
ム
が
数
を
上
回
る

の
で
は
」
と
恐
れ
て
い
る
。
特
に
、
ム
ス
リ
ム
人
口
が
多
数
で
あ
る

南
部
の
デ
ュ
ブ
リ
県
、
ゴ
ア
ル
パ
ラ
県
と
の
県
境
地
域
で
、
そ
の
傾

向
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
ボ
ド
の
人
々
は
、
自
分
た
ち

こ
そ
が
暴
力
に
よ
る
被
害
者
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ボ
ド
の
若
者

が
中
心
と
な
っ
て
発
行
し
て
い
る
英
語
の
季
刊
誌
『
ビ
ブ
ン
グ
テ
ィ

（Bibungthi

）』
は
、
二
〇
一
二
年
の
暴
動
は
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
村
は
、
デ
ュ
ブ
リ
県
ビ
ラ
シ
パ
ラ
地
区
に
接
し
、

地
理
的
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
河
川
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
移

民
が
や
っ
て
く
る
た
め
（
暴
力
に
）
遭
い
や
す
い
。
移
民
は
森

林
を
破
壊
し
、
不
法
に
居
住
す
る
な
ど
、
森
林
地
帯
に
住
み
着

い
て
い
る
。
こ
う
し
た
移
民
た
ち
は
ボ
ド
の
人
々
に
対
し
て
嫌

が
ら
せ
を
し
、
耐
え
切
れ
な
い
よ
う
な
ひ
ど
い
振
る
舞
い
に
及

ぶ
者
も
あ
る
」（Bibungthi T

eam
 2012: 18　

原
文
英
語
、
筆

者
和
訳
）。

ま
た
、
移
民
に
よ
る
人
口
的
な
変
化
と
、
ボ
ド
の
人
々
の
経
済
お

よ
び
文
化
的
な
従
属
的
状
態
が
、
暴
力
の
要
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

「
土
地
や
雇
用
の
な
ど
の
経
済
的
機
会
を
手
に
入
れ
た
ベ
ン
ガ

ル
系
ム
ス
リ
ム
の
人
々
に
よ
っ
て
、
土
地
の
先
住
民
族
の
人
々

は
文
化
的
な
従
属
状
況
に
対
す
る
恐
れ
を
抱
い
て
い
る
と
い
う

の
が
単
純
明
快
な
事
実
で
あ
る
。
暴
力
的
な
暴
動
の
直
接
的
な

引
き
金
は
別
に
あ
る
も
の
の
、
今
、
私
た
ち
の
眼
前
で
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
・
経
済
的
に
、
そ
し
て
文
化
的
に

自
ら
の
土
地
で
生
存
を
か
け
て
戦
う
人
々
に
よ
る
バ
ッ
ク
ラ
ッ

シ
ュ
で
あ
る
」（Bibungthi T

eam
 2012: 18　

原
文
英
語
、
筆

者
和
訳
）。

こ
う
し
た
感
情
が
一
部
の
暴
力
的
な
人
々
や
反
動
的
な
人
々
に
よ

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ド
社
会
の
広
い
範
囲
に
共
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。『
ビ
ブ
ン
グ
テ
ィ
』
は
英
語
で
教

育
を
受
け
、
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
な
層
の
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
発
行
さ

れ
て
い
る
雑
誌
で
あ
る
。
編
集
に
携
わ
る
者
の
一
部
に
は
、
一
九
九

〇
年
代
暴
動
や
二
〇
一
二
年
暴
動
の
あ
と
に
、
ボ
ド
の
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
や
ア
デ
ィ
ヴ
ァ
シ
の
地
域
で
も
救
援
活
動
を

行
っ
た
者
も
い
る
。
こ
う
し
た
層
の
間
で
も
広
く
共
感
さ
れ
る
ほ

ど
、
ボ
ド
社
会
の
な
か
で
の
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
反
感
は
強
い
。
こ

の
よ
う
な
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
根
強
い
敵
対
心
は
、
ふ
つ
う
の
村
人

た
ち
も
参
加
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
暴
動
の
前
提
条
件
を
構
成
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
々
の
活
動
も
存
在
す
る
。
今
後
ま
す
ま

す
、
こ
う
し
た
暴
力
の
被
害
者
や
加
害
者
へ
の
よ
り
広
範
囲
な
調
査

や
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
紛
争
の
予
防
に
活
用
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

◉
注

＊
１	

ア
ッ
サ
ム
州
に
最
も
古
く
か
ら
居
住
し
て
い
る
の
は
、
ボ
ド
や
ラ

バ
、
テ
ィ
ワ
な
ど
山
岳
地
に
起
源
を
有
す
る
少
数
民
族
で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
の
植
民
地
化
以
降
、
官
僚
や
文
化
人
類
学
者
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

や
イ
ス
ラ
ム
教
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る

「
未
開
」
民
族
を
、
部
族
民
（tribe
）
と
名
付
け
、
イ
ン
ド
独
立
以
降

は
行
政
上
「
指
定
部
族
（Scheduled T

ribe
）」
と
呼
ん
で
い
る
。
近

年
の
国
際
的
な
先
住
民
族
の
権
利
回
復
運
動
の
な
か
で
、
北
東
部
の
一

部
の
少
数
民
族
も
自
ら
を
先
住
民
族
と
定
義
し
、「
部
族
民
」
と
い
う

呼
称
を
差
別
的
で
あ
る
と
し
て
忌
避
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
傾
向
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
集
団
を
さ
す
呼
称
と
し
て
、「
先

住
民
族
」
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
法
行
政
上
の
呼
称
と
し
てtribe

が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
部
族
民
を
訳
語
と
し
て
あ
て
る
。

＊
２	

ア
ッ
サ
ム
州
の
平
野
部
で
は
、
山
岳
地
に
起
源
を
も
つ
先
住
民
族

全
般
をK

achari

（
カ
チ
ャ
リ
、
現
地
語
読
み
で
は
コ
サ
リ
）
と
呼
ん

だ
。
ま
た
、
テ
ィ
ワ
や
ラ
バ
、
ソ
ノ
ワ
ル
を
含
む
平
野
部
の
先
住
民
族

をB0d0-K
achari

と
呼
び
、
個
々
の
先
住
民
族
集
団
の
上
位
概
念
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
、
植
民
地
時
代
か
ら
一
九
七

〇
年
代
ま
で
、
ボ
ド
の
人
々
も
他
の
先
住
民
族
集
団
と
と
も
に
団
体
を

つ
く
っ
た
り
、
政
治
的
要
求
を
行
っ
て
き
た
。
ボ
ド
と
い
う
集
団
の
民

族
性
を
前
面
に
押
し
出
し
、
政
治
的
要
求
を
掲
げ
る
団
体
が
出
て
く
る

の
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
で
あ
る
。

＊
３	

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
「
先
住
民
」
を
意
味
す
る
言
葉
だ
が
、
ア
ッ
サ

ム
州
で
は
、
チ
ョ
ー
タ
ナ
ー
グ
プ
ル
地
域
か
ら
ア
ッ
サ
ム
に
移
住
し
た

サ
ン
タ
ル
、
オ
ラ
オ
ン
、
ム
ン
ダ
な
ど
の
先
住
民
族
集
団
を
指
す
。

＊
４	

ア
ッ
サ
ム
で
は
、
植
民
地
時
代
以
降
、
他
の
州
や
行
政
単
位
か
ら

移
住
し
て
き
た
人
々
を
「
移
民
」
と
呼
ぶ
。

＊
５	

ボ
ン
ガ
イ
ガ
オ
ン
県
ハ
パ
サ
ラ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
指
導
者
と
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
一
年
三
月
五
日
）。

＊
６	

コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
ル
ン
シ
ュ
ン
森
林
地
域
の
村
人
と
の
グ
ル
ー

プ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
三
月
四
日
）。

＊
７	

ア
ッ
サ
ム
州
コ
ク
ラ
ジ
ャ
ル
県
ゴ
サ
イ
ガ
オ
ン
郡
長
官
ビ
ノ
ド
・

セ
シ
ャ
ン
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
三
年
二
月
二
八
日
）。

＊
８	

元
ム
ス
リ
ム
防
衛
の
虎
部
隊
ゴ
サ
イ
ガ
オ
ン
地
区
指
揮
官
ハ
ビ

ジ
ェ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
三
年
二
月
二
八

日
）。
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。
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〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

と
、
そ
れ
に
続
く
い
わ
ゆ
る「
対
テ
ロ
戦
争
」。
私
の
研
究
対
象
地
域
で

あ
る
イ
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取
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史
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仁
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三
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二
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